
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汎用光電センサ回路例 

 

 

 

 

 



光電センサは投光部と受光部から構成され、物体検出などに使用されます。 

一般的な光電センサでは、投光部はＬＥＤ、受光部はＰＤを使用します。 

「光電センサ用基本回路」 

反射型光電センサを例にあげるとＬＥＤドライブ回路とＰＤ信号変換回路から

構成されます。 

（解説）本回路では定電流ダイオードでＬＥＤを点灯照射し、物体反射光をＰＤ

で検出した場合にＯＵＴ信号が出力される基本回路となります。 

汎用光電センサ回路例 

光電センサは反射型以外にも 

透過型や位置検出型など自動 

機などを代表とする位置や物 

体検出に様々利用されていま 

す。 

右図のような複数のＬＥＤや 

ＰＤを利用した物体検出は位 

置情報の取得も可能となりま 

す。  
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